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内
だ い り づ か こ ふ ん ぐ ん

裏塚古墳群とは⁉
　内裏塚古墳群は富津市の北部、小糸川河口付近の低地に存在する古墳群で、ＪＲ内房線青堀駅周辺の約２ｋｍ四方の範囲 （富

津市二間塚 ・ 下飯野 ・ 上飯野 ・ 大堀 ・ 青木） に分布しています。 かつては 「飯野古墳群」 または 「富津古墳群」 と呼ばれていたこ

ともありますが、 南関東最大規模の内裏塚を中心とする古墳群ということで 「内裏塚古墳群」 と呼称しています。

　現在までに確認されている古墳の総数は 49 基 （前方後円墳 11 基 ・ 方墳 ７基 ・ 円墳 19 基 ・ 墳形不明 12 基） で、 そのうち 23 基

が現存しています。 古墳群が造られた時期は、 古墳時代中期～終末期 （５世紀～７世紀） で、 小糸川流域一帯を統括した首長層

（須
すえのくにみやつこ

恵国造） とその一族の墓域と考えられます。

　当古墳群は、 標高８ｍ前後の沖積地上に造営され、 北東から南西方向に形成された複数の砂丘列の高まりを利用して築造されてい

ます。 富津市は、 東京湾に向かって突き出す富津岬が三浦半島に迫り、 東京湾内でも最も対岸に接近した地域となっており、 この砂

州の周囲は、 古くから交通の要衝として、 重要な位置を占めていたと考えられています。

　古墳群中の大型前方後円墳の規模は関東地方でも屈指のものであり、 また前方後円墳 ・ 円墳 ・ 方墳が一体となって群を構成してい

る状況がわかる点でも、 東国の古代史研究上、 非常に重要な古墳群です。

　当古墳群の中で、墳丘規模が最大で築造年代が最も古い前方後円墳である内裏塚古墳は、平成14年に国指定史跡となっています。
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内裏塚古墳群めぐり ～おすすめコース （徒歩） ～
青堀駅起点 　　 所要時間  ９時～ 15 時 20 分 （６時間 20 分）　　 歩行距離  約 10 ｋｍ （約 25,000 歩）

＊古墳の多くは私有地です。ゴミを散らかさないようにしましょう。	 	

＊狭い道路が多いので、移動中は車に注意して下さい。湿地を歩くときはマムシなどに注意しましょう。	 	

＊住宅の敷地内にある古墳（西原古墳）を見学する際には、住民の許可を得て下さい。

① 古墳の里ふれあい館（9：00 スタート）

 　　　　
（３分）

② 上野塚古墳（9：03 ～ 9：15）

 　　　　
（10 分）

③ 西原古墳（9：25 ～ 9：35）

 　　　　
（20 分）

④ 古塚古墳（9：55 ～ 10：10）

 　　　　
（10 分）

⑤ 内裏塚古墳（10：20 ～ 10：40）

 　　　　
（15 分）

⑥ 九条塚古墳（10：55 ～ 11：10）

 　　　　
（25 分）

⑦ 稲荷山古墳（11：35 ～ 11：50）

 　　　　

昼食（12：00 ～ 13：00）	

⑧ 森山塚古墳（13：10 ～ 13：20)

 　　　　
（５分）

⑨ 亀塚古墳（13：25 ～ 13：40）

 　　　　
（10 分）

☆飯野陣屋跡・飯野神社（13：50 ～ 14：00）

 　　　　
（５分）

⑩ 三条塚古墳（14：05 ～ 14：20）

 　　　　
（10 分）

⑪ 割見塚古墳（14：30 ～ 14：45）

 　　　　
（10 分）

⑫ 八丁塚古墳（14：55 ～ 15：05）

 　　　　
（15 分）

JR 青堀駅（15：20 ゴール）	



②上
う わ の づ か

野塚古墳　　富津市大堀字上野

形態 ・規模　�前方後円墳　墳丘長 44.5 ｍ ・ 後円部径 32 ｍ ・ 前方部幅 25 ｍ ・ 後円部高 ５ ｍ

周溝　馬
ば て い け い し ゅ う こ う

蹄形周溝　全長 55 ｍ

埴輪　なし

埋葬施設　不明 （未発掘）

副葬品 　【周溝内】 須
す え き

恵器坏
つ き ふ た

蓋 １ ・ 土
は じ き つ き

師器坏 １

築造時期　５世紀後期

出土品保管場所　富津市教育委員会

備考　�昭和 56 年 （1981） ・ 昭和 62 年 （1987） 周溝調査 、 平成４年 （1992） 富津市指定史跡

①古墳の里ふれあい館　　富津市大堀 2201 番地

　古墳の里ふれあい館は、 内裏塚古墳群のガイダンス施設というべきもので、 館内には各古墳の写真パネル

が展示され、古墳群の見どころなどを解説してあります。 古墳群の範囲には江戸時代の飯野藩・保科家の 「飯

野陣屋」 などの史跡もあります。

　館内には「古墳群・文化財マップ」のほか、富津市の観光案内やパンフレットなどもあわせて用意しております。

古墳群見学の際には、 是非お立ち寄りください。

所在地　富津市大堀 2201 番地 （JR 内房線青堀駅下車徒歩３分、 跨線橋を渡って駅の反対側）

開館日時　９時～ 17 時 （年中無休）

入館料　無料

面積　81 ㎡ （公衆トイレを併設 : トイレ利用時間 24 時間）

④古
こ づ か

塚古墳　　富津市二間塚字西内裏塚

形態 ・規模　�前方後円墳　墳丘長 89 ｍ ・ 後円部径 40 ｍ ・ 前方部幅 62 ｍ ・ 後円部高 5.5 ｍ

周溝　盾
た て が た し ゅ う こ う

形周溝　全長 124 ｍ

埴輪　円
え ん と う は に わ れ つ

筒埴輪列 （墳丘裾
す そ

） ・ 形
け い し ょ う は に わ

象埴輪 （家 ・ 人物 ・ 馬 ・ 鶏）

埋葬施設　横穴式石室 （未発掘）

副葬品 　未発掘のため不明

築造時期　６世紀後期

出土品保管場所　富津市教育委員会

備考　�平成２年 （1990） ・ 平成６年 （1994） 周溝調査

▲埴輪出土状況 （平成６年発掘調査時）

③西
に し は ら

原古墳　　富津市大堀字西原

形態 ・規模　�前方後円墳　墳丘長 60 ｍ ・ 後円部径 30 ｍ ・

　　　　　　　　 前方部幅 36 ｍ

周溝　盾
た て が た し ゅ う こ う

形周溝　全長 70 ～ 75 ｍ

埴輪　なし

埋葬施設　横穴式石室 （自
し ぜ ん せ き ら ん せ き づ み む そ で し き

然石乱石積無袖式）

　　　　　　　全長 12.5 ｍ ・ 幅 1.7 ～ 1.8 ｍ ・ 高さ 1.5 ｍ

副葬品 　直刀 ５ ・ 鉄
て つ ぞ く

鏃 ・ 金
こ ん ど う せ い ば ぐ

銅製馬具 （鏡板 １ ・ 雲
う ず

珠 ３ ・

　　　　　　革
か わ ひ も か な ぐ

紐金具 １） ・ 金
こ ん ど う せ い じ か ん

銅製耳環 ４ ・ 銀
ぎ ん せ い じ か ん

製耳環 ２ ・

　　　　　　金
こ ん ど う せ い ま る た ま

銅製丸玉 １ ・ 管
く だ た ま

玉 16 ・ ガラス玉 46 ・

　　　　　　鹿
ろ っ か く せ い か ん じ ょ う ひ ん

角製環状品 １ ・ 鹿
ろ っ か く せ い こ と じ が た ひ ん

角製琴柱形品 １ ・

　　　　　　須
す え き

恵器 （有
ゆ う が い つ き

蓋坏 ２ ・ 有
ゆ う が い た か つ き

蓋高坏 13 ・ 𤭯
はぞう

 １ ・

　　　　　　平
ひ ら べ

瓶 １ ・ 提
さ げ べ

瓶 ２）、 人骨 ８体分

築造時期　６世紀中期～後期

出土品保管場所　東京国立博物館 ・ 富津市教育委員会

備考　�昭和２年 （1927） ・ 平成元年 （1989） 石室発掘、

　　　　現在石室周辺部分のみ残存

▲横穴式石室 （平成元年発掘調査時）



⑤内
だ い り づ か

裏塚古墳 （国指定史跡）　　富津市二間塚字東内裏塚

形態 ・規模　�前方後円墳　墳丘長 144 ｍ ・ 後円部径 80 ｍ ・ 前方部幅 90 ｍ ・ 後円部高 13 ｍ

周溝　盾
た て が た し ゅ う こ う

形周溝　全長 185 ｍ

埴輪　円
え ん と う は に わ れ つ

筒埴輪列 （墳丘上段 ・ 中段 ・ 下段 ・ 周溝外周） ・ 形
け い し ょ う は に わ

象埴輪 （人物 ・ 家 ・ きぬがさ )

埋葬施設　竪穴式石室 ２基　甲石室 （東石室） 長さ 5.7 ｍ　乙石室 （西石室） 長さ 7.5 ｍ

副葬品 　【甲石室】 直刀 ５ ・ 鉄剣 ２ ・ 小
こ が た な

刀 １ ・ 鎌
か ま

 １ ・ 角
か ど ぼ う

棒 １ ・ 斧
お の

 ２ ・ 鉄
て つ ぞ く

鏃 、 人骨 ２体

　　　　　　【乙石室】 銅
ど う き ょ う

鏡 １ ・ 直刀 ５ ・ 鉄剣 １ ・ 鉄
て つ や り

鎗 １ ・ 斧
お の

 ２ ・ 鉄
て つ ぞ く

鏃 ・ 金
こ ん ど う せ い こ ろ く か な ぐ

銅製胡籙金具 ・ 鳴
なりかぶら

鏑 ９

築造時期　５世紀中期

出土品保管場所　富津市教育委員会 ・ 個人蔵ほか

備考　�明治 39 年 （1906） 石室発掘、 平成 14 年 （2002） 国指定史跡、 南関東最大の前方後円墳

⑥九
く じ ょ う づ か

条塚古墳　　富津市下飯野字九条塚

形態 ・規模　�前方後円墳　墳丘長 103 ｍ ・ 後円部径 57 ｍ ・

　　　　　　　　 前方部幅 74 ｍ ・ 後円部高 ７ ｍ

周溝　盾
た て が た に じ ゅ う し ゅ う こ う

形二重周溝　全長 150 ｍ

埴輪　円
え ん と う は に わ れ つ

筒埴輪列 （墳丘裾
す そ

）

埋葬施設　横穴式石室　長さ 9.45 ｍ ・ 幅 1.7 ～ 1.95 ｍ

副葬品 　【石室内】 直刀 １ ・ 鉄剣 １ ・ 鉄
て つ や り

鎗 １ ・ 鉄
て つ ぞ く

鏃 ・

                          金
こ ん ど う せ い こ ろ く か な ぐ

銅製胡籙金具 ・ 金
こ ん ど う せ い ば ぐ る い

銅製馬具類 （轡
くつわ

・

                          鏡板 ・ 雲
う ず

珠） ・ 銀
ぎ ん せ い じ か ん

製耳環 ・ 銀
ぎんせいうつろだま

製空玉 ・

                          金
こ ん ど う ま る だ ま

銅丸玉 ・ 水
す い し ょ う き り こ だ ま

晶切子玉 ・ 瑪
め の う ま が た ま

瑙勾玉 ・

                          ガラス小玉 、 人骨

　　　　　　【前方部頂】 須恵器 （高
た か つ き

坏 ・ 平
ひ ら べ

瓶 ・ 𤭯
はぞう

）

築造時期　６世紀中期

出土品保管場所　富津市教育委員会 ・ 東京国立博物館ほか

備考　�明治 43 年 （1910） 石室発掘、 昭和 48 年 （1973）

        富津市指定史跡

⑦稲
い な り や ま

荷山古墳　　富津市青木字稲荷山

形態 ・規模　�前方後円墳　墳丘長 106 ｍ ・ 後円部径 47 ｍ ・

　　　　　　　　 前方部幅 73 ｍ ・ 後円部高 ６ ｍ

周溝　盾
た て が た に じ ゅ う し ゅ う こ う

形二重周溝　全長 202 ｍ

埴輪　円
え ん と う は に わ れ つ

筒埴輪列 （墳丘裾
す そ

） ・ 形
け い し ょ う は に わ

象埴輪 （家 ・ 翳
さしば

・ 動物）

埋葬施設　横穴式石室 （入口部分のみ発掘）

副葬品 　未発掘のため不明

築造時期　６世紀後期

出土品保管場所　富津市教育委員会

備考　�平成２年 （1990） 確認調査、 昭和 48 年 （1973）

　　　　富津市指定史跡

⑧森
も り や ま づ か

山塚古墳　　富津市下飯野字森山

形態 ・規模　�方墳　墳丘辺長 27 ｍ ・ 墳丘高 ４ ｍ

周溝　二重周溝 （推定）　内周溝外辺長 42.6 ｍ

埴輪　なし

埋葬施設　横穴式石室 （切
き り い し づ

石積み両
り ょ う そ で し き

袖式） 現存全長 7.0 ｍ ・ 奥
お く へ き は ば

壁幅 1.8 ｍ、 玄
げ ん し つ ち ょ う

室長 2.3 ｍ ・

　　　　　　　羨
せ ん ど う ち ょ う

道長 4.2 ｍ

副葬品 　把
と っ て じ ょ う か な ぐ

手状金具 １ ・ 鉄
て つ く ぎ

釘 122 ・ 須恵器 （坏
つ き

・埦
わん

・ 𤭯
はぞう

） ・ 土
は じ き

師器 （坏
つ き

・ 高
た か つ き

坏 ・ 甕
か め

）

築造時期　６世紀末 （西暦 580 ～ 590 年頃）

出土品保管場所　富津市教育委員会

備考　�昭和 58 年 （1983） 石室発掘調査



⑨亀
か め づ か

塚古墳　　富津市上飯野字亀塚

形態 ・規模　�方墳　墳丘辺長 38 ｍ ・ 墳丘高 3.5 ｍ

周溝　二重周溝　内周溝外辺長 58 ～ 60 ｍ ・ 外周溝外辺長 99 ～ 105 ｍ

埴輪　なし

埋葬施設　横穴式石室 （切
き り い し づ

石積み両
り ょ う そ で し き

袖式） 全長 8.1 ｍ ・ 奥壁幅 1.94 ｍ、 玄
げ ん し つ ち ょ う

室長 2.4 ｍ ・ 羨
せ ん ど う ち ょ う

道長 5.7 ｍ

副葬品 　銅
ど う わ ん

鋺 １ ・ 金
こ ん ど う せ い じ か ん

銅製耳環 １ ・ 銅
ど う せ い ゆ は ず

製弓弭 １ ・ 蜻
と ん ぼ だ ま

蛉玉 １ ・ ガラス丸玉 １ ・ ガラス小玉 22 ・

　　　　　　鉄
て つ く ぎ

釘 ４ ・ 須
す え き

恵器 （フラスコ形長
ちょうけいつぼ

頸壷 ３ ・ 平
ひ ら べ

瓶 １ ・ はぞう １ ・ 短
た ん け い つ ぼ

頸壷 １ ・ 台
だ い つ き ち ょ う け い つ ぼ

付長頸壷 １）

築造時期　７世紀前期

出土品保管場所　富津市教育委員会 ・ 個人蔵

備考　�明治 41 年 （1908） 石室発掘、 平成元年 （1989） 周溝確認調査 ・ 石室再調査

⑩三
さ ん じ ょ う づ か

条塚古墳　　富津市下飯野字三条塚

形態 ・規模　�前方後円墳　墳丘長 122 ｍ ・ 後円部径 57 ｍ ・ 前方部幅 72 ｍ ・ 後円部高 6 ｍ

周溝　盾
た て が た に じ ゅ う し ゅ う こ う

形二重周溝　全長 193 ｍ

埴輪　なし

埋葬施設　横穴式石室　長さ 8.5 ｍ以上 ・ 幅 1.5 ｍ前後

副葬品 　乳
にゅうもんきょう

文鏡 １・直刀 １・鉄
て つ ぞ く

鏃・金
こ ん ど う せ い じ か ん

銅製耳環 １・馬具類 （金
こ ん ど う せ い く ら か な ぐ

銅製鞍金具・鞖
しおで

・壷
つ ぼ あ ぶ み か な ぐ

鐙金具・素
そ か ん う ず

環雲珠）・

　　　　　　銀
ぎ ん せ い そ ろ ば ん が た う つ ろ だ ま

製算盤形空玉 ・ ガラス小玉 ・ 土製小玉 ・ 須恵器 （高
た か つ き

坏 ・ 壷
つ ぼ ふ た

蓋） ・ ガラス小玉 、 人骨３体分

築造時期　６世紀末

出土品保管場所　富津市教育委員会

備考　�平成元年 （1989） 発掘調査、 昭和 48 年 （1973）　　富津市指定史跡

⑪割
わ り み づ か

見塚古墳　　富津市二間塚字割見塚

形態 ・規模　�方墳　墳丘辺長 40 ｍ ・ 墳丘高 3.5 ｍ

周溝　二重周溝　内周溝外辺長 63 ｍ ・ 外 周溝外辺長 107.5 ｍ

埴輪　なし

埋葬施設　横穴式石室 （切
き り い し

石積み複室構造） 全長 11.75 ｍ ・

　　　　　　　後室幅 2.17 ｍ、 前庭部を含む総全長 18.75 ｍ

副葬品 　直刀 ・ 鉄
て つ ぞ く

鏃 ・ 金
こ ん ど う せ い ゆ は ず

銅製弓弭 ・ 弓
ゆみかざりびょう

飾鋲 ・ 刀
と う す そ う ぐ

子装具 （銀製 ・

　　　　　　金銅製） ・ 馬具 （心
し ん よ う け い ぎ ょ う よ う

葉形杏葉 ・ 方形鏡板 ・ 帯金具類） ・

　　　　　　鎹
かすがい

・ 須恵器長
ちょうけいつぼ

頸壷 ・ 土
は じ き つ き

師器坏

築造時期　７世紀前期

出土品保管場所　早稲田大学 ・ 富津市教育委員会

備考　�昭和 39 年 （1964） 石室発掘、 昭和 58 ～ 59 年 （1983

　　　　～ 1984） 周溝確認調査 ・ 石室再調査

▲横穴式石室 （昭和 59 年発掘調査時）

⑫八
は っ ち ょ う づ か

丁塚古墳　　富津市二間塚字八丁山

形態 ・規模　�円墳　墳丘径 24 ｍ ・ 墳丘高 2.2 ｍ

周溝　外径 35 ｍ

埴輪　なし

埋葬施設　横穴式石室 （自
し ぜ ん せ き ら ん せ き づ み り ょ う そ で し き

然石乱石積両袖式） 全長 10.2 ｍ ・ 奥壁幅 1.7 ｍ ・ 高さ 1.5 ｍ以上

副葬品 　直
ちょうくとうへん

刀片 ・ 刀
と う す

子 ５ ・ 鉄
て つ ぞ く

鏃 42 ・ 壷
つぼあぶみ

鐙 ・ 鎹
かすがい

 ３ ・ 金
こ ん ど う せ い じ か ん

銅製耳環 １ ・ 碧
へ き ぎ ょ く く だ た ま

玉管玉 １ ・ 琥
こ は く な つ め だ ま

珀棗玉 １ ・

　　　　　　須恵器 （提
さ げ べ

瓶 １ ・ 小
こ が た つ ぼ

形壷 １ ・ 坏
つ き

・ 短
た ん け い つ ぼ

頸壷） ・ 土
は じ き つ き

師器坏 など

築造時期　７世紀初頭

出土品保管場所　早稲田大学

備考　�昭和 39 年 （1964） 石室発掘、 昭和 59 年 （1984） 周溝確認調査
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